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次
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ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

議案審議

議案 38 令和３年度花巻市一般会計予算（修正案）
議案 39 令和３年度花巻市国民健康保険特別会計予算
議案 40 令和３年度花巻市後期高齢者医療特別会計予算
陳情１ 国立病院の機能強化を求めることについて

意見書案２
後期高齢者医療費の窓口負担割合引き上げを伴う医療制度改定一括法案の撤回を求
める意見書

意見書案３ 国立病院の機能強化を求める意見書

賛否が分かれた議案等の審議結果

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。
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議案 38
（修正案） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● 可 決

議案 39 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 可 決
議案 40 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 可 決
陳情１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 採 択

意見書案２ ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 可 決
意見書案３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 可 決

議案審議

可 決可 決令和２年度花巻市一般会計補正予算（第２８号）

要旨 ･･･��事業の決算見込みによる整理、国の補正予算に対応した事業など予算措置を要する経
費についての補正。歳入歳出からそれぞれ１８億３，５１８万１千円を減額し、総額
６５０億５，８７３万９千円とするもの。

質　疑

○質問･･･�財政調整基金からの繰入金１６億２，１６３万２千円の減額により、本年度の同基金からの繰入
金はゼロである。この要因は何か伺う。

　答弁･･･�ふるさと納税の約３０億円を財源として一般事業に活用したことで、同基金を取り崩すことなく
全額戻すこととした。

議
員
発
議
の
意
見
書
を
可
決

　

地
域
の
方
々
の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
た

め
、
次
の
要
望
を
付
し
た
意
見
書
を
可
決
し
、
国

の
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

１　

�

コ
ロ
ナ
等
の
感
染
症
や
大
規
模
災
害
か
ら

国
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
、国
立
病
院

を
機
能
強
化
す
る
こ
と
。

　
（
１
）�国
の
責
任
に
お
い
て
、国
立
病
院
に「
新

興
・
再
興
感
染
症
対
策
」に
十
分
に
対
応

で
き
る
専
門
病
床
を
設
置
し
、人
工
呼

吸
器
や
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ（
人
工
心
肺
装
置
）等

の
医
療
機
器
の
整
備
を
す
す
め
る
こ

と
。

　
（
２
）�「
大
規
模
災
害
」等
の
発
生
時
に
お
い
て

も
、患
者
・
国
民
に
万
全
な
医
療
が
提
供

で
き
る
よ
う
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を

図
る
こ
と
。

２　

�

国
立
病
院
の
機
能
強
化
に
必
要
な
財
源

は
、国
の
責
任
で
確
保
す
る
こ
と
。

３　

�

国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
、

医
師
、看
護
師
を
は
じ
め
全
て
の
職
員
を

増
員
す
る
こ
と
。

国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
引
き
上

げ
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
、
国
の
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　　

政
府
は
75
歳
以
上
が
支
払
う
現
行
１
割
の
医

療
費
窓
口
負
担
を
２
割
負
担
へ
と
倍
加
す
る
こ

と
を
柱
と
し
た
医
療
制
度
改
定
一
括
法
案
を
決

定
し
、国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
案
は
、高
齢
者
の
負
担
を
重
く
し
、現

役
世
代
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
と
い
い
ま
す

が
、高
齢
者
の
医
療
費
負
担
増
は
、大
幅
な
受
診

抑
制
を
引
き
起
こ
し
、高
齢
者
の
暮
ら
し
と
命
、

健
康
を
守
る
う
え
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、窓
口
負
担
２
割
導

入
法
案
を
撤
回
し
、後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
を
強
く

要
望
し
ま
す
。

※�

意
見
書
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
引

き
上
げ
を
伴
う
医
療
制
度
改
定
一
括
法
案

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

可 決可 決花巻市営火葬場条例の一部を改正する条例

要旨 ･･･��火葬に要する費用と火葬場の使用料との乖離を解消し均衡を図るため、市外居住者の火葬場
の使用料を実費相当額に改めようとするもの。

質　疑

○質問･･･�この条例改正は、しみず斎園の料金が変わったことにより、大迫斎場、石鳥谷斎場、東和斎場の３
カ所の使用料を改正するものなのか。

　答弁･･･�そのとおりである。
○質問･･･�北上地区広域行政組合においては、現在の使用料２万円を３万円にするという内容か。
　答弁･･･�同組合議会において、死体１体当たり３万円に使用料を改定したもの。
○質問･･･�大迫斎場、石鳥谷斎場、東和斎場は４万７千円で、しみず斎園の使用料とは違うが、理由を伺う。
　答弁･･･�それぞれに火葬の実費相当額が現行の使用料よりも多くかかっていることから、実費相当額に近

い金額としたもの。
○質問･･･�大迫斎場、石鳥谷斎場、東和斎場に対する市外からの利用者の状況はどのようになっているか。
　答弁･･･�令和元年度は大迫４件、石鳥谷１９件、東和が１件となっている。
○質問･･･�市民が市外で火葬をする場合の金額はいくらか。
　答弁･･･�盛岡市では１３歳以上が５万円、１３歳未満は３万５千円。矢巾町では１０歳以上は５万円、１０

歳未満は３万５千円となっている。
○質問･･･�花巻地域の市民と大迫地域、石鳥谷地域、東和地域の市民の火葬料金に違いがあるのか。
　答弁･･･�大迫、石鳥谷、東和についてはしみず斎園での使用料は管外となり、花巻地域の市民より割高と

なっている。その差額については、しみず斎園使用料補助金により差額は補填しているため、市民
ということでは同額となっている。


